
　
【表紙】

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成21年２月12日

【四半期会計期間】 第37期第３四半期(自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日)

【会社名】 株式会社　みちのく銀行

【英訳名】 THE MICHINOKU BANK, LTD.

【代表者の役職氏名】 取締役頭取　　杉　本　康　雄

【本店の所在の場所】 青森県青森市勝田一丁目３番１号

【電話番号】 017(774)1111（代表）

【事務連絡者氏名】 経営企画部長　　藤　澤　貴　之

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目28番５号

株式会社　みちのく銀行　東京事務所

【電話番号】 03(3661)8011

【事務連絡者氏名】 東京事務所長　　澤　村　英　雅

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)

株式会社みちのく銀行東京支店

(東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目28番５号)

(注)　東京支店は金融商品取引法の規定による備置場所ではありませんが、投資者の便宜のため縦覧に供する場所とし

ております。

　

EDINET提出書類

株式会社みちのく銀行(E03601)

四半期報告書

 1/34



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

平成20年度
第３四半期連結
累計期間

平成20年度
第３四半期連結
会計期間

平成19年度

(自平成20年
　４月１日
至平成20年
　 12月31日)

(自平成20年
　10月１日
至平成20年
　 12月31日)

(自平成19年
　４月１日
至平成20年
　 ３月31日)

経常収益 百万円 37,482 11,007 50,871

経常利益（△は経常損失） 百万円 △2,320 △2,587 3,261

四半期純損失（△） 百万円 △3,816 △2,809 ―

当期純利益 百万円 ― ― 1,336

純資産額 百万円 ― 55,748 75,511

総資産額 百万円 ― 1,838,4471,858,537

１株当たり純資産額 円 ― 333.55 463.91

１株当たり四半期純損失金額（△） 円 △26.65 △19.66 ―

１株当たり当期純利益金額 円 ― ― 8.86

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

円 ― ― ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

円 ― ― ―

自己資本比率 ％ ― 2.6 3.6

営業活動によるキャッシュ・フロー 百万円 △4,557 ― △68,700

投資活動によるキャッシュ・フロー 百万円 25,460 ― 64,697

財務活動によるキャッシュ・フロー 百万円 △4,830 ― 2,748

現金及び現金同等物の四半期末(期末)残高 百万円 ― 43,406 27,353

従業員数 人 ― 1,553 1,476

(注) １　当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。

３　第３四半期連結累計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、「第５　経理の状況」中、「１　四半期連結

財務諸表」の「１株当たり情報」に記載しております。

４　当行は、特定事業会社(企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社)に該

当するため、第３四半期連結会計期間に係る損益関係指標については、「第５　経理の状況」の「２　その他」

中、「(1) 第３四半期連結会計期間に係る損益計算書、セグメント情報及び１株当たり四半期純損益金額等」の

「①　損益計算書」にもとづいて掲出しております。

　　なお、第３四半期連結会計期間に係る１株当たり情報の算定上の基礎は、同「③　１株当たり四半期純損益金額

等」に記載しております。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当行グループ（当行及び当行の関係会社）が営む事業の内容につ

いては、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても、異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における従業員数

平成20年12月31日現在

従業員数(人)
1,553
[939]

(注) １　従業員数は、執行役員８人及び海外の現地採用を含み、嘱託676人及び臨時従業員259人を含んでおりません。

２　嘱託及び臨時従業員数は、〔　〕内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外書きで記載しております。

　

(2) 当行の従業員数

平成20年12月31日現在

従業員数(人)
1,270
[773]

(注) １　従業員数は、執行役員８人及び海外の現地採用を含み、嘱託593人及び臨時従業員178人を含んでおりません。

２　嘱託及び臨時従業員数は、〔　〕内に当第３四半期会計期間の平均人員を外書きで記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

「生産、受注及び販売の状況」は、銀行業における業務の特殊性のため、該当する情報がないので記載し

ておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　該当ありません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当行グループ(当行及び連

結会社)が判断したものであります。

(1) 業績の状況

第３四半期連結会計期間の経常収益は110億円となりました。経常利益は、金融市場の混乱による保有

有価証券の時価下落に伴う減損処理34億円を計上したこと等により△25億円、四半期純損失は△28億円

となりました。 

　なお、第3四半期累計連結会計期間の業績の状況は次のとおりとなっております。 

　経常収益は374億円となりました。経常利益は、地域経済の後退により与信費用69億円、金融市場の混乱

により有価証券の減損処理37億円を計上したこと等により△23億円、四半期純損失は△38億円となりま

した。 

　預金は、個人預金の増加等により前連結会計年度末比20億円増加して1兆7,273億円となりました。貸出

金は、住宅ローンを中心とする消費者ローンの減少等により前連結会計年度末比192億円減少して1兆

2,423億円となりました。有価証券残高は、金融市場が不安定な中、適正なリスクコントロールを行った結

果、前連結会計年度末比410億円減少して3,794億円となりました。 
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国内・国際別収支

当第３四半期連結会計期間の資金運用収支は、7,499百万円、役務取引等収支は825百万円、その他業務

収支は△138百万円となりました。このうち、国内業務部門の資金運用収支は7,452百万円、役務取引等収

支は821百万円、その他業務収支は△537百万円となりました。

　また、国際業務部門の資金運用収支は48百万円、役務取引等収支は4百万円、その他業務収支は398百万円

となりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 7,452 48 2 7,499

　うち資金運用収益
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 8,820 137 114 8,843

　うち資金調達費用
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 1,367 89 111 1,344

役務取引等収支
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 821 4 1 825

　うち役務取引等
　収益

前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 1,799 8 164 1,644

　うち役務取引等
　費用

前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 978 3 162 818

その他業務収支
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 △537 398 ― △138

　うちその他業務
　収益

前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 0 398 ― 398

　うちその他業務
　費用

前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 537 ― ― 537

(注) １　 国内業務部門とは当行及び国内に本店を有する連結子会社（以下、「国内連結子会社」という。）の円建取引

であり、国際業務部門は当行の外貨建取引及び海外に本店を有する子会社（以下、「海外連結子会社」とい

う。）の取引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定等は国際業務部門に含めておりま

す。

２　資金調達費用は金銭の信託見合費用22百万円を控除して表示しております。

　　 　３　相殺消去額は、親子会社間の内部取引の相殺消去額を記載しております。
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国内・国際別役務取引の状況

当第３四半期連結会計期間の役務取引等収益は、1,644百万円となりました。このうち、国内業務部門の

役務取引等収益は1,799百万円、国際業務部門の役務取引等収益は8百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間の役務取引等費用は、818百万円になりました。このうち、国内業務部門の役

務取引等費用は978百万円、国際業務部門の役務取引等費用は3百万円となりました。

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

役務取引等収益
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 1,799 8 164 1,644

　うち預金・貸出
　業務

前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 283 ― ― 283

　うち為替業務
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 497 8 0 505

　うち証券関連業務
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 20 ― ― 20

　うち代理業務
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 208 ― ― 208

　うち保護預り・貸
金庫業務

前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 6 ― ― 6

　うち保証業務
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 215 ― 66 148

役務取引等費用
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 978 3 162 818

　うち為替業務
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 98 3 ― 101

(注) １　国内業務部門とは当行及び国内に本店を有する国内連結子会社の円建取引であり、国際業務部門は当行の外貨

建取引及び海外連結子会社の取引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定等は国際業

務部門に含めております。

　　 　２　相殺消去額は、親子会社間の内部取引の相殺消去額を記載しております。
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国内・国際別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

　

種類 期別
国内業務部門 国際業務部門 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 1,732,043 2,106 6,819 1,727,330

　うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 770,452― 1,217 769,234

　うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 950,927― 5,600 945,327

　うちその他
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 10,664 2,106 1 12,768

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

総合計
前第３四半期連結会計期間 ― ― ― ―

当第３四半期連結会計期間 1,732,043 2,106 6,819 1,727,330

(注) １　国内業務部門とは当行及び国内連結子会社の円建取引であり、国際業務部門は当行の外貨建取引及び海外連結

子会社の取引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定等は国際業務部門に含めており

ます。

２　相殺消去額は、親子会社間の内部取引の相殺消去額を記載しております。

３　流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

４　定期性預金＝定期預金
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国内・国際別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(残高・構成比)

　

業種別
平成20年12月31日

貸出金残高(百万円) 構成比(％)

国内業務部門 1,240,122100.00

　製造業 76,248 6.14

　農業 14,748 1.18

　林業 751 0.06

　漁業 1,041 0.08

　鉱業 830 0.06

　建設業 63,723 5.13

　電気・ガス・熱供給・水道業 16,528 1.33

　情報通信業 5,097 0.41

　運輸業 25,157 2.02

　卸売・小売業 119,270 9.61

　金融・保険業 86,994 7.01

　不動産業 120,686 9.73

　各種サービス業 193,354 15.59

　地方公共団体 132,667 10.69

　その他 383,021 30.88

国際業務部門 2,238 100.00

　政府等 ― ―

　金融機関 ― ―

　その他 2,238 100.00

合計 1,242,361 ―

(注) 国内業務部門は当行及び国内連結子会社の円建取引、国際業務部門は当行の外貨建取引及び海外連結子会社の取

引であります。ただし、円建対非居住者取引、特別国際金融取引勘定分等は国際業務部門に含めております。

　

(2) キャッシュ・フローの状況

第３四半期連結会計期間のキャッシュ・フローの状況につきましては次のとおりとなりました。 

　営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては貸出金の減少等により37億円の増加、投資活動によ

るキャッシュ・フローにつきましては有価証券の償還等により23億円の増加、財務活動によるキャッ

シュ・フローにつきましては自己株式の取得等により0億円の減少となりました。 

　この結果、現金及び現金同等物の第3四半期連結会計期間末残高は434億円となりました。

　

(3) 対処すべき課題

対処すべき課題の認識について、重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

１　主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

　

２　設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除

却等について、重要な変更はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 150,895,263150,895,263
東京証券取引所
市場第一部

完全議決権株式であり、権利内
容に何ら限定のない当行におけ
る標準となる株式で、単元株式
数は1,000株であります

計 150,895,263150,895,263― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項なし。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項なし。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成20年12月31日 ― 150,895 ― 24,167 ― 19,775

　

(5) 【大株主の状況】

大量有報報告書の写しの送付が無いため、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30）に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
普通株式

8,000,000
―

権利内容に何ら限定のない当行にお
ける標準となる株式（相互保有株式）

普通株式
125,000

―

完全議決権株式(その他)
普通株式

140,411,000
140,404 同上

単元未満株式
普通株式

2,359,263
― 同上

発行済株式総数
普通株式

150,895,263
― ―

総株主の議決権 ― 140,404 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が10,000株（議決権10

個）含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、名義人以外から株券喪失登録のあった株式7,000株が含まれ

ており、当該株式に係る議決権７個を議決権の数から控除しております。

３　「単元未満株式」欄の普通株式には、当行所有の自己株式796株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社みちのく銀行

青森市勝田１丁目３番１号 8,000,000 ― 8,000,0005.30

(相互保有株式)
みちのくキャピタル
株式会社

青森市勝田１丁目３番１号 125,000 ― 125,000 0.08

計 ― 8,125,000 ― 8,125,0005.38

(注)　みちのくキャピタル株式会社が保有していた自己株式125,000株は平成20年12月10日に市場売却しております。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 326 339 344 291 295 266 234 230 219

最低(円) 298 300 273 262 254 195 162 189 190

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年

内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しておりますが、資産及び負債

の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」(昭和57年大蔵省令第10号)に準拠しております。

　

２　当行は、特定事業会社(企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行う会社)

に該当するため、当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)に係る損益の状

況、セグメント情報及び１株当たり四半期純損益金額等については、「２　その他」に記載しております。

　

３　当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)は、四半期連結財務諸表の作成

初年度であるため、前第３四半期連結累計期間との対比は行っておりません。

　

４　当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月

１日　至　平成20年12月31日)の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人の四半期レビューを

受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社みちのく銀行(E03601)

四半期報告書

13/34



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

現金預け金 ※2
 55,520

※2
 39,334

コールローン及び買入手形 110,557 87,084

買入金銭債権 8,355 9,119

商品有価証券 182 72

金銭の信託 21,114 19,996

有価証券 ※2
 379,476

※2
 420,513

貸出金 ※1, ※2
 1,242,361

※1, ※2
 1,261,568

外国為替 1,008 452

その他資産 10,733 6,978

有形固定資産 ※3
 12,488

※3
 12,846

無形固定資産 1,405 1,346

繰延税金資産 18,491 19,877

支払承諾見返 13,564 13,976

貸倒引当金 △36,811 △34,630

資産の部合計 1,838,447 1,858,537

負債の部

預金 1,727,330 1,725,305

コールマネー及び売渡手形 － 60

借用金 2,006 5,500

外国為替 36 240

社債 15,000 15,000

その他負債 12,108 9,771

賞与引当金 594 1,279

退職給付引当金 10,144 10,044

役員退職慰労引当金 191 146

睡眠預金払戻引当金 444 576

偶発損失引当金 327 184

利息返還損失引当金 71 －

繰延税金負債 － 0

再評価に係る繰延税金負債 879 940

支払承諾 13,564 13,976

負債の部合計 1,782,699 1,783,025

純資産の部

資本金 24,167 24,167

資本剰余金 19,775 19,775

利益剰余金 24,919 30,954

自己株式 △2,662 △3,798

株主資本合計 66,200 71,099

その他有価証券評価差額金 △18,405 △4,096

繰延ヘッジ損益 △420 △217

土地再評価差額金 318 374

為替換算調整勘定 △32 286

評価・換算差額等合計 △18,539 △3,652

少数株主持分 8,087 8,064

純資産の部合計 55,748 75,511

負債及び純資産の部合計 1,838,447 1,858,537
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

経常収益 37,482

資金運用収益 28,024

（うち貸出金利息） 22,502

（うち有価証券利息配当金） 5,086

役務取引等収益 4,711

その他業務収益 1,933

その他経常収益 2,812

経常費用 39,803

資金調達費用 4,424

（うち預金利息） 3,905

役務取引等費用 2,540

その他業務費用 1,400

営業経費 20,322

その他経常費用 ※1
 11,115

経常損失（△） △2,320

特別利益 110

固定資産処分益 8

償却債権取立益 101

特別損失 388

固定資産処分損 126

減損損失 261

税金等調整前四半期純損失（△） △2,598

法人税、住民税及び事業税 48

法人税等調整額 1,004

法人税等合計 1,052

少数株主利益 165

四半期純損失（△） △3,816
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,598

減価償却費 1,045

減損損失 261

持分法による投資損益（△は益） △0

貸倒引当金の増減（△） 2,180

賞与引当金の増減額（△は減少） △684

退職給付引当金の増減額（△は減少） 99

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 45

睡眠預金払戻引当金の増減額（△は減少） △132

偶発損失引当金の増減額（△は減少） 143

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） 71

資金運用収益 △28,024

資金調達費用 4,424

有価証券関係損益（△） 2,020

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △1,133

為替差損益（△は益） 19

固定資産処分損益（△は益） 117

貸出金の純増（△）減 19,206

預金の純増減（△） 2,025

借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

6

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △132

コールローン等の純増（△）減 △22,709

コールマネー等の純増減（△） △60

外国為替（資産）の純増（△）減 △555

外国為替（負債）の純増減（△） △204

資金運用による収入 25,631

資金調達による支出 △3,746

その他 △1,853

小計 △4,536

法人税等の還付額 7

法人税等の支払額 △28

営業活動によるキャッシュ・フロー △4,557
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(単位：百万円)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △608,043

有価証券の売却による収入 190,019

有価証券の償還による収入 444,532

有形固定資産の取得による支出 △697

無形固定資産の取得による支出 △397

有形固定資産の売却による収入 79

連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△32

投資活動によるキャッシュ・フロー 25,460

財務活動によるキャッシュ・フロー

劣後特約付借入金の返済による支出 △3,500

配当金の支払額 △436

少数株主への配当金の支払額 △175

自己株式の取得による支出 △764

自己株式の売却による収入 52

その他 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,830

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,053

現金及び現金同等物の期首残高 27,343

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 43,406
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

　みちのくカード株式会社は株式の追加取得に

より、第１四半期連結会計期間から連結子会社

としております。

(2) 変更後の連結子会社の数

　　　７社

２　持分法の適用に関する事項の変更 (1) 持分法適用関連会社

①　持分法適用関連会社の変更

みちのくカード株式会社は株式の追加取得

により第１四半期連結会計期間から連結子会

社としております。

②　変更後の持分法適用関連会社の数

　　１社

３　会計処理基準に関する事項の変更 (1) リース取引に関する会計基準

　所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっておりましたが、「リース取引に

関する会計基準」(企業会計基準第13号平成19

年３月30日)及び「リース取引に関する会計基

準の適用指針」(企業会計基準適用指針第16号

同前)が平成20年４月１日以後開始する連結会

計年度から適用されることになったことに伴

い、第１四半期連結会計期間から同会計基準及

び適用指針を適用しております。また、当該取引

に係るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零と

する定額法を採用しております。 

　これによる四半期連結貸借対照表等に与える

影響は軽微であります。

　なお、リース取引開始日が平成20年４月１日前

に開始する連結会計年度に属する所有権移転外

ファイナンス・リース取引につきましては、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を

行っております。
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１　減価償却費の算定方法 　定率法を採用している有形固定資産については、

年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法に

より算定しております。

２　貸倒引当金の計上方法 　「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び

「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につき

ましては、中間連結会計期間末の予想損失率に必

要な修正を行い計上しております。

３　税金費用の計算 　法人税等につきましては、年度決算と同様の方法

により計算しておりますが、納付税額の算出に係

る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い

項目に限定して適用しております。

４　繰延税金資産の回収可能性の判断 　繰延税金資産の回収可能性の判断につきまして

は、一時差異の発生状況について中間連結会計期

間末から大幅な変動がないと認められるため、当

該中間連結会計期間末の検討において使用した将

来の業績予測及びタックス・プランニングの結果

を適用しております。

５　連結会社相互間の債権債務及び取引

の相殺消去

　連結会社相互間の債権債務につきましては、合理

的な範囲内で、当該債権の額と債務の額の差異の

調整を行わずに相殺消去しております。連結会社

相互間の取引につきましては、取引金額の差異を

合理的な方法により相殺消去しております。

　

【追加情報】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

（その他有価証券に係る時価の算定方法の一部変更）

　変動利付国債の時価については、従来、市場価格をもって貸借対照表計上額としておりました

が、昨今の市場環境を踏まえた検討の結果、市場価格を時価とみなせない状態にあると判断し、

第３四半期連結会計期間においては合理的に算定された価額をもって貸借対照表計上額とし

ております。これにより、市場価格をもって貸借対照表計上額とした場合に比べ、「有価証券」

及び「その他有価証券評価差額金」は3,059百万円増加しております。 

　なお、変動利付国債の合理的に算定された価額は、国債の利回り等から見積もった将来キャッ

シュ・フローを、同利回りに基づく割引率を用いて割り引くことにより算定しており、国債の

利回り及び同利回りのボラティリティが主な価格決定変数であります。 
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 8,788百万円

延滞債権額 55,348百万円

３ヵ月以上延滞債権額 9百万円

貸出条件緩和債権額 9,038百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は以下のとおりであ

ります。

破綻先債権額 6,609百万円

延滞債権額 58,405百万円

３ヵ月以上延滞債権額 該当ありません

貸出条件緩和債権額 11,411百万円

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であ

ります。

※２　担保に供している資産

企業集団の事業の運営において重要なものであ

り、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認

められるものはありません。

※２　担保に供している資産

有価証券 29,283百万円

現金 33百万円

上記のほか、為替決済等の取引の担保あるいは先

物取引証拠金等の代用として、有価証券50,190百万

円を差し入れております。

※３　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　14,068百万円

※３　有形固定資産の減価償却累計額

　　　13,544百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　その他経常費用には、貸出金償却33百万円、貸倒引

当金繰入額6,050百万円及び株式等償却3,204百万円

を含んでおります。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(単位：百万円)

平成20年12月31日現在

現金預け金勘定 55,520

定期預け金 △10,000

その他 △2,113

現金及び現金同等物 43,406
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(株主資本等関係)

１　発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項
(単位：千株)

当第３四半期連結会計期間末株式数

発行済株式

　普通株式 150,895

合計 150,895

自己株式

　普通株式 8,006

合計 8,006

　

２　配当に関する事項
　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たりの
金額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 436 3.0平成20年３月31日 平成20年６月27日
その他　　　　
　　　　　利益
剰余金

　

基準日が当第３四半期連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　　該当ありません。

　

３　株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の異動）

自己株式の消却　　　　　　　　　　1,804百万円　　平成20年５月19日実施

自己株式の取得（市場買入）　　　　　704百万円

これら等により、当第３四半期連結会計期間末において、自己株式は2,662百万円となっております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

連結会社は銀行業以外に一部でクレジットカード等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全

セグメントに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　

【国際業務経常収益】

当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。
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(有価証券関係)

Ⅰ　前連結会計年度

※１　連結貸借対照表の「有価証券」のほか、「商品有価証券」及び「買入金銭債権」に含まれる貸付債権

信託受益権を含めて記載しております。

※２　「子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの」については、該当ありません。

１　売買目的有価証券(平成20年３月31日現在) 

連結貸借対照表計上額(百万円)
当連結会計年度の損益に
含まれた評価差額(百万円)

売買目的有価証券 72 0

　

２　満期保有目的の債券で時価のあるもの(平成20年３月31日現在)

該当ありません。

　

３　その他有価証券で時価のあるもの(平成20年３月31日現在) 

取得原価
(百万円)

連結貸借対照表
計上額(百万円)

評価差額(百万円) うち益(百万円) うち損(百万円)

株式 25,622 26,014 392 2,880 2,488

債券 354,151 353,374 △ 776 2,204 2,981

　国債 140,605 137,888 △ 2,716 133 2,849

　地方債 76,211 77,275 1,063 1,093 29

　短期社債 38,492 38,477 △ 15 0 15

　社債 98,841 99,733 891 977 85

その他 37,914 33,553 △ 4,360 55 4,415

合計 417,688 412,943 △ 4,745 5,139 9,885

(注) １　連結貸借対照表計上額は、当連結会計年度末日における市場価格等に基づく時価により計上したものでありま

す。

２　「うち益」「うち損」はそれぞれ「評価差額」の内訳であります。

３　その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が

取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって連結貸借対照表価額とす

るとともに、評価差額を当連結会計年度の損失として処理(以下「減損処理」という。)しております。

　当連結会計年度において、その他有価証券で時価のあるものについて258百万円（うち株式258百万円）を減損処

理しております。

　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準を定めており、その概要は、原則として以下の通りであり

ます。 

　・時価が取得原価の50％以上下落している銘柄 

　・時価が取得原価の30％以上50％未満下落しておりかつ市場価格が一定水準以下で推移している銘柄 

　

４　当連結会計年度中に売却した満期保有目的の債券(自平成19年４月１日　至平成20年３月31日) 

該当ありません。
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５　当連結会計年度中に売却したその他有価証券(自平成19年４月１日　至平成20年３月31日) 

売却額(百万円)
売却益の合計額
(百万円)

売却損の合計額
(百万円)

その他有価証券 95,148 6,013 420

　

６　時価評価されていない有価証券の主な内容及び連結貸借対照表計上額(平成20年３月31日現在)

金額(百万円)

満期保有目的の債券

　非上場社債券 3,770

その他有価証券

　非上場株式 2,858

　非上場外国証券 199

　貸付債権信託受益権 8,600

　投資事業有限責任組合に類するものの出資持分 741

　

７　保有目的を変更した有価証券 

該当ありません。

　

８　その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の償還予定額(平成20年３月31日)

１年以内(百万円)
１年超５年以内
(百万円)

５年超10年以内
(百万円)

10年超(百万円)

債券 157,061 82,903 87,054 30,125

　国債 89,353 3,494 14,915 30,125

　地方債 1,279 20,968 55,026 －

　短期社債 38,477 － － －

　社債 27,950 58,440 17,111 －

その他 － 11,912 11,920 7,969

合計 157,061 94,815 98,975 38,094
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Ⅱ　当第３四半期連結会計期間末

※１　企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認め

られるものは、次のとおりであります。

１　満期保有目的の債券で時価のあるもの(平成20年12月31日現在)

　

四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

時価(百万円) 差額(百万円)

 国債 1,999 2,011 11

（注）時価は、当第３四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づいております。

　

２　その他有価証券で時価のあるもの(平成20年12月31日現在)

　

取得原価(百万円)
四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

評価差額(百万円)

株式 22,270 17,527 △4,742

債券 301,387 304,241 2,853

　国債 100,375 100,983 608

　地方債 72,663 73,873 1,209

　短期社債 69,927 69,913 △14

　社債 58,420 59,471 1,050

その他 64,744 48,225 △16,519

合計 388,402 369,994 △18,408

(注)　１　四半期連結貸借対照表計上額は、当第３四半期連結会計期間末日における市場価格等に基づく時価により計上

したものであります。

　　　２　その他有価証券で時価のあるもののうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が

取得原価まで回復する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって四半期連結貸借対照表

価額とするとともに、評価差額を当第３四半期連結累計期間の損失として処理（以下「減損処理」という。）

しております。 

　なお、当第3四半期連結累計期間において、その他有価証券で時価のあるものについて3,622百万円（うち株式

3,063百万円、その他の証券558百万円）を減損処理しております。 

　また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準を定めており、その概要は原則として以下のとおりで

あります。 

　　・時価が取得原価の50％以上下落している銘柄 

　　・時価が取得原価の30％以上50％未満下落しておりかつ市場価格の一定水準以下で推移している銘柄

　

（追加情報）

　　　　　変動利付国債の時価については、従来、市場価格をもって貸借対照表計上額としておりましたが、昨今の市場環境

を踏まえた検討の結果、市場価格を時価とみなせない状態にあると判断し、第３四半期連結会計期間において

は合理的に算定された価額をもって貸借対照表計上額としております。これにより、市場価格をもって貸借対

照表価額とした場合に比べ、「有価証券」と「その他有価証券評価差額金」は3,059百万円増加しております。

　なお、変動利付国債の合理的に算定された価額は、国債の利回り等から見積もった将来キャッシュ・フロー

を、同利回りに基づく割引率を用いて割り引くことにより算定しており、国債の利回り及び同利回りのボラ

ティリティが主な価格決定変数であります。
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(金銭の信託関係)

Ⅰ　 前連結会計年度

　１　運用目的の金銭の信託(平成20年３月31日現在) 

　
連結貸借対照表計上額 当連結会計年度の損益に含まれた

（百万円） 評価差額（百万円）

運用目的の金銭の信託 19,996 ─

　

　２　満期保有目的の金銭の信託(平成20年３月31日現在) 

　　　該当ありません。

　

　３　その他の金銭の信託(運用目的及び満期保有目的以外)(平成20年３月31日現在) 

　　　該当ありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結会計期間末

１　満期保有目的の金銭の信託(平成20年12月31日現在)

　　　該当ありません。

　

２　その他の金銭の信託(運用目的及び満期保有目的以外)(平成20年12月31日現在)

　　　該当ありません。
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(デリバティブ取引関係)

Ⅰ　前連結会計年度 

１　取引の状況に関する事項 

(1) 取引に対する取り組み方針及び取引の内容・利用目的 

当行は、有価証券等の価格リスクコントロール及び外貨建資産・負債に係る為替リスク等のへッ

ジを主な目的として、為替予約取引、債券先物取引・同オプション取引、株価指数先物取引・同オプ

ション取引、金利スワップのデリバティブ取引に取り組むこととしており、また、短期的な売買益を

獲得する目的で行うデリバティブ取引については、事前に経営陣の承認を得るとともに、ポジション

限度枠・ロスカットルール等を設定し、限定的に行うこととしております。

　なお、金利リスクのヘッジ取引に対するヘッジ会計の方法として、繰延ヘッジを適用しております。

繰延ヘッジを行うにあたっては「金融商品会計に関する実務指針」（日本公認会計士協会 会計制

度委員会報告第14号）等に基づいて、ヘッジ基本方針やヘッジ有効性の評価方法等を行内規程とし

て定めております。当連結会計年度においてヘッジ会計を適用したヘッジ対象はその他有価証券、

ヘッジ手段は金利スワップであります。ヘッジ有効性については、ヘッジ対象となる金融資産とヘッ

ジ手段である金利スワップ取引を一定の残存期間毎にグルーピングのうえ特定し評価することとし

ております。

また、区分して処理することが適当と認められる複合金融商品の組込デリバティブについては、現

物の金融資産と区分処理して時価評価することとしております。

　

(2) 取引に係るリスクの内容

デリバティブ取引に内包されるリスクのうち、当行の財務状況に影響を与えるリスクとしては、主

として市場リスクと信用リスクがあります。

　市場リスクとは、金利・為替等の相場変動によって損失を被るリスクであり、信用リスクとは、取引

相手方が契約不履行に陥った場合に損失が発生するリスクであります。

　

(3) 取引に係るリスク管理体制

当行では、デリバティブ取引のリスク管理のため、市場取引に関する組織を、取引を執行する部署

（フロントオフィス）と、勘定処理や取引の照合等を行う部署（バックオフィス）を明確に分離す

るとともに、市場取引に関する組織から独立したモニタリング部署としてリスク統括部（ミドルオ

フィス）を設置しております。 

　リスク統括部では、運用基準の遵守状況や各取引のポジション、損益状況、リスク量等のモニタリン

グを行うことにより厳格なリスク管理を実施し、結果については取締役会等へ定期的に報告がなさ

れています。

　

２　取引の時価等に関する事項 

　「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協

会　業種別監査委員会報告第24号）等に基づき、ヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、下記

記載から除いております。
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(1) 金利関連取引（平成20年３月31日現在）

区分 種類 契約額等(百万円)
契約額等のうち１年　超
のもの（百万円）

時価(百万円) 評価損益(百万円)

店頭
金利スワップ
支払固定・受取変動

10,000 10,000 △ 274 △ 274

合計 ― ― ― △ 274 △ 274

(注)１　上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　２　時価の算定

　　　　割引現在価値等により算定しております。

　

(2) 通貨関連取引（平成20年３月31日現在）

区分 種類 契約額等(百万円)
契約額等のうち１年　超
のもの（百万円）

時価(百万円) 評価損益(百万円)

為替予約

店頭 　売建 ― ― ― ―

　買建 79 ― 0 0

(注)１　上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

　　２　時価の算定

　　　　割引現在価値等により算定しております。

　

(3) 株式関連取引（平成20年３月31日現在）

　　　該当ありません。

　

(4) 債券関連取引（平成20年３月31日現在）

　　　該当ありません。

　

(5) 商品関連取引（平成20年３月31日現在）

　　　該当ありません。

　

(6) クレジットデリバティブ取引（平成20年３月31日現在）

　　　該当ありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結会計期間末

企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認め

られるものはありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 円 333.55 463.91

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△） 円 △26.65

(注) １　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失金額（△）

　四半期純損失（△） 百万円 △3,816

　普通株主に帰属しない
　金額

百万円 ―

　普通株式に係る
　四半期純損失（△）

百万円 △3,816

　普通株式の四半
　期中平均株式数

千株 143,205

２　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。
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(リース取引関係)

Ⅰ　前連結会計年度(自　平成19年４月１日　至　平成20年３月31日)

前連結会計年度
(自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日)

　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるも
の以外のファイナンス・リース取引
・リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額
及び年度末残高相当額

　　取得価額相当額

動産 2,344百万円

その他 2,080百万円

合計 4,425百万円
　　減価償却累計額相当額

動産 1,670百万円

その他 1,350百万円

合計 3,021百万円
　　年度末残高相当額

動産 674百万円

その他 730百万円

合計 1,404百万円
・未経過リース料期末残高相当額

１年内 593百万円

１年超 917百万円

合計 1,510百万円
・支払リース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

支払リース料 898百万円

減価償却費相当額 786百万円

支払利息相当額 70百万円

・減価償却費相当額の算定方法
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法
によっております。

・利息相当額の算定方法
リース料総額とリース物件の取得価額相当額との差額
を利息相当額とし、各期への配分方法については、利息
法によっております。

(注)　「その他」は、主としてシステム関連にかかる取引であります。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

所有移転外ファイナンス・リース取引につきましては、平成20年４月１日からリース会計基準を早期

適用しておりますが、リース取引残高に前連結会計年度末に比べて重要な変動はありません。
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２ 【その他】

(1) 第３四半期連結会計期間に係る損益計算書、セグメント情報及び１株当たり四半期純損益金額等

当行は、特定事業会社（企業内容等の開示に関する内閣府令第17条の15第２項に規定する事業を行

う会社）に該当するため、第３四半期連結会計期間に係る損益計算書、セグメント情報及び１株当たり

四半期純損益金額等については、四半期レビューを受けておりません。

　

①　損益計算書

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

経常収益 11,007

　資金運用収益 8,843

　（うち貸出金利息） 7,524

　（うち有価証券利息配当金） 1,182

　役務取引等収益 1,644

　その他業務収益 318

　その他経常収益 201

経常費用 13,594

　資金調達費用 1,367

　（うち預金利息） 1,244

　役務取引等費用 818

　その他業務費用 456

　営業経費 6,630

　その他経常費用 ※1  　4,321

経常損失（△） △2,587

特別利益 69

　償却債権取立益 69

特別損失 26

　固定資産処分損 26

税金等調整前四半期純損失（△） △2,543

法人税、住民税及び事業税 15

法人税等調整額 175

法人税等合計 191

少数株主利益 74

四半期純損失（△） △2,809

　

第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
 至　平成20年12月31日)

※１　その他経常費用には、貸倒引当金繰入

額955百万円及び株式等償却2,939百万

円を含んでおります。
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②　セグメント情報

(事業の種類別セグメント情報)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

連結会社は銀行業以外に一部でクレジットカード等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全

セグメントに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。

　

(所在地別セグメント情報)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　

(国際業務経常収益)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しております。

　

③　１株当たり四半期純損益金額等

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失（△） 円 △19.66

(注) １　１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、次のとおりであります。

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
 至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純損失（△）

　四半期純損失（△） 百万円 △2,809

　普通株主に帰属しない
　金額

百万円 ―

　普通株式に係る
　四半期純損失（△）

百万円 △2,809

　普通株式の四半
　期中平均株式数

千株 142,878

２　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないので記載しておりません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項なし
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月９日

株式会社みちのく銀行

取締役会　御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　東　　　　　勝　　次

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　山　　内　　正　　彦

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社みちのく銀行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結累計期間

(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社みちのく銀行及び連結子会社の平成

20年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ

シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
※　１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は四半期報告書提出

会社が別途保管している。

　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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